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松
尾
氏
は
、
延
慶
本
と
長
門
本
を
比
較
し
、
北
国
合
戦
記
事
の
形
成
に
つ

い
て
「
北
国
合
戦
記
事
の
大
半
は
、
一
部
始
終
の
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で

素
材
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
断
片
的
な
挿
話
や
、
人
名
と
簡
単
な
消

息
等
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、「
合
戦
記
事
の
具
象

性
の
何
が
し
か
は
、
素
材
そ
の
も
の
に
起
因
し
て
い
る
の
で
な
く
、
編

集
・
創
作
を
混
え
て
意
図
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
指
摘

さ
れ
た（
２
）。
合
戦
記
事
に
お
け
る
具
体
的
な
描
写
は
素
材
そ
の
も
の
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
松
尾
氏
の
指
摘
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
考
え
を
改
め
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
、
は
じ
め
に

　
『
平
家
物
語
』
の
北
国
合
戦
記
事
は
、
諸
本
間
で
異
同
が
激
し
い
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
諸
本
に
よ
っ
て
は
北
国
在
住
の
武
士
等
が
具
体
的
に
活
躍

す
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
記
事
内
容
が
具
体
的
な
の
は
、
そ
の
素
材
と
し

て
在
地
の
伝
承
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
が

取
り
込
ん
で
記
事
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た（
１
）。

さ
ら
に
、
諸
本

の
制
作
に
在
地
の
者
た
ち
の
参
与
を
想
定
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
考
え
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
の
が
松
尾
葦
江
氏
で
あ
る
。

延
慶
本
『
平
家
物
語
』

北
国
合
戦
記
事
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察

大
谷
貞
徳
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二
、
問
題
の
所
在

　

と
こ
ろ
で
、
諸
本
で
描
か
れ
て
い
る
北
国
合
戦
記
事
に
目
を
向
け
て
み

る
と
『
平
家
物
語
』
諸
本
中
、
延
慶
本
の
北
国
合
戦
記
事
内
に
不
自
然
な

箇
所
が
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
箇
所
を
挙
げ
る（
３
）。

Ⅰ
〈
延
慶
本
〉 

サ
ル
ホ
ド
ニ
、
安ア

タ
カ宅

ノ
勢
、
軍
ニ
手
負
タ
リ
シ
石
黒
ノ
太

郎
忠
直
モ
今
日
ウ
イ
ダ
チ
シ
テ
、
馬
ニ
カ
キ
ノ
セ
ラ
レ

テ
、
般
若
野
陣
ヘ
参
リ
タ
リ
ケ
リ
。
ヲ
リ
シ
モ
同
国
ノ
住

人
中
村
三
郎
忠
綱
、
ム
ク
タ
ノ
荒
次
郎
村
高
、
参
合
候
ケ

レ
バ
、

（
第
三
末
・
義
仲
白
山
進
願
書
事
付
兼
平
与
盛
俊
合
戦
事
）

Ⅱ
〈
延
慶
本
〉 

同
二
日
、
志
雄
軍
、
十
郎
蔵
人
行
家
負
色
ニ
ナ
リ
タ
リ
ケ

レ
バ
、
越
中
前
司
盛
俊
、
勝
ニ
乗
テ
責
戦
フ
。
木
曾

浪

山
ノ
軍
ニ
打
勝
テ
、
五
万
騎
ノ
勢
ニ
テ
志
雄
坂
ヘ
馳
向

テ
、
安
高
ノ
湊
ヲ
渡
サ
ム
ト
ス
ル
ニ
、
ハ
シ
ヲ
ヒ
カ
レ

テ
、
河
ハ
深
シ
、
ワ
タ
ス
ニ
不
レ

及
シ
テ
、
イ
キ
ツ
ギ
イ

テ
、
鞍
置
馬
ニ
手
縄
ム
ス
ビ
テ
、
カ
イ
カ
ケ
〳
〵
七
八
疋

追
渡
ス
。
平
家
ノ
勢
此
ヲ
見
テ
、「
源
氏
落
ナ
ム
ト
ス
ル

ニ
コ
ソ
。
コ
ヽ
ニ
馬
落
タ
リ
」
ト
申
テ
、
我
ト
ラ
ム
〳
〵

ト
シ
ケ
ル
ヲ
、
木
曾
是
ヲ
ミ
テ
、「
河
ハ
ア
サ
カ
リ
ケ
リ
。

渡
セ
ヤ
〳
〵
」
ト
云
テ
、

（
第
三
末
・
志
雄
合
戦
事
）

　

Ⅰ
は
、
義
仲
が
般
若
野
に
陣
を
敷
い
て
い
る
所
に
北
国
の
武
士
が
参
陣

し
た
場
面
で
あ
る
。
傍
線
部
の
「
石
黒
ノ
太
郎
忠
直
」
は
、「
軍
ニ
手

負
」
っ
て
い
た
が
、「
今
日
ウ
イ
ダ
チ
シ
テ
」
義
仲
の
許
に
参
陣
し
た
と

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
石
黒
太
郎
が
参
陣
し
た
い
き
さ
つ
が
わ
か
る
。
一

方
、「
中
村
三
郎
忠
綱
、
ム
ク
タ
ノ
荒
次
郎
村
高
」
に
つ
い
て
は
、「
ヲ
リ

シ
モ
」「
参
合
」
と
記
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
石
黒

太
郎
の
扱
い
が
、
彼
ら
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

延
慶
本
で
は
安
宅
の
勢
が
平
家
勢
と
戦
い
、
そ
こ
で
石
黒
太
郎
が
負
傷
し

た
と
す
る
合
戦
を
描
い
て
い
な
い
。
話
の
連
続
性
か
ら
す
る
と
不
自
然
な

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ⅱ
は
、
源
氏
勢
が
砺
波
山
合
戦
で
勝
利
を
し
た
後
に
安
宅
湊
に
至
り
渡

河
す
る
場
面
で
あ
る（
４
）。

こ
の
箇
所
を
詳
細
に
み
て
み
る
と
、
追
い
入
れ
た

馬
が
平
家
の
陣
へ
駆
け
入
っ
た
の
か
否
か
が
わ
か
り
に
く
い
。
も
し
陣
内

へ
駆
け
入
っ
た
な
ら
ば
、
平
家
の
人
々
は
自
軍
の
陣
内
で
馬
を
奪
い
合
っ
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た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
平
家
の
人
々

は
河
の
中
で
奪
い
合
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
義
仲
が

何
を
見
て
「
河
ハ
ア
サ
カ
リ
ケ
リ
」
と
判
断
し
た
の
か
と
い
う
問
題
と
つ

な
が
る
。
要
す
る
に
、
馬
が
河
を
渡
り
平
家
陣
内
へ
駆
け
入
っ
た
様
子
を

見
て
判
断
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
平
家
の
人
々
が
河
の
中
に
入
り
馬
を
奪

い
合
う
様
子
を
見
て
判
断
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
よ
う

に
義
仲
が
平
家
の
人
々
の
行
動
を
予
測
し
て
馬
を
河
に
入
れ
た
と
考
え
る

の
は
現
実
的
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
で
は
、
馬
が
河
を
渡
れ
ば
水
深
は
浅

い
と
判
断
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
義
仲
が
「
河
ハ
ア
サ
カ
リ

ケ
リ
」
と
発
言
し
て
い
る
た
め
、
馬
の
背
を
浸
す
ほ
ど
の
水
深
で
は
な

か
っ
た
と
推
測
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
十
分
に
説
明
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
ず
、
水
深
が
浅
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
表
現
が
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か（
５
）。

そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
「
鞍
置
馬
」
を
用
意

し
た
か
が
延
慶
本
本
文
か
ら
は
よ
く
わ
か
ら
な
い（
６
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
本

文
に
不
備
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
箇
所
に
は
不
自

然
な
印
象
を
抱
く
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
延
慶
本
の
不
自
然
な
表
現
に

注
目
し
、
延
慶
本
の
北
国
合
戦
記
事
に
お
け
る
性
質
を
考
究
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

三
、
延
慶
本
の
後
出
性

（
１
）
延
慶
本
の
不
自
然
な
箇
所　

そ
の
１

　

延
慶
本
の
表
現
が
不
自
然
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
長
門
本
・
源
平
盛
衰
記
（
以
下
、
盛
衰
記
と
略
す
）
の
本
文
と

比
較
し
て
い
く
。
延
慶
本
・
長
門
本
・
盛
衰
記
は
、
読
み
本
系
三
本
と
称

さ
れ
る
ほ
ど
に
近
似
性
を
示
す
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
こ
と

で
一
段
遡
っ
た
本
文
の
様
子
を
窺
え
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る（
７
）。
ま

た
、
長
門
本
・
盛
衰
記
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
両
本
と
の
位
相
差
も
明
確

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
挙
げ
た
表
は
延
慶
本
の
記
事
を
基
に
記
事
内
容
を
項
目
化
し
、
長

門
本
・
盛
衰
記
の
本
文
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
も
合
わ
せ
て
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
表
を
見
る
と
、
あ
る
箇
所
で
は
延
慶
本
と
長
門
本
と
が

近
似
性
を
示
す
が
、
別
の
箇
所
で
は
、
延
慶
本
と
盛
衰
記
が
近
似
性
を
示

す
な
ど
複
雑
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
ず
Ⅰ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
延
慶
本
に
は
「
安
宅
勢
」
が
負
傷

し
た
合
戦
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
長
門
本
・
盛
衰
記
に
は
あ
る

（
表
、
２
）。
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【
表
】

１　

火
打
合
戦

※　

盛
衰
記
、
源
氏
勢
が
後
退
し
な
が
ら
所
々
で
合
戦
す
る
内
容
あ
り

２　

源
氏
勢
、
安
宅
で
平
家
勢
と
合
戦
す
る

※　

長
門
本
、
斉
明
威
義
師
に
よ
る
火
牛
の
計

３　

白
山
願
書

※　

盛
衰
記
、
５
の
後
に
白
山
縁
起
記
事
と
と
も
に
あ
り

４　

平
家
、
林
・
富
樫
を
追
い
落
と
す

５　

般
若
野
合
戦

６　

平
家
の
軍
手
配

７　

義
仲
の
軍
手
配

※　

長
門
本
、
宮
崎
太
郎
の
進
言
あ
り

８　

宣
旨
の
状

９　

義
仲
の
計
略

10　

平
家
・
源
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
占
い

11　

義
仲
、
在
地
武
士
等
に
意
見
を
請
う

※　

長
門
本
、
７
の
後
に
あ
り

12　

新
八
幡
願
書

13　

砺
波
山
合
戦

※　

盛
衰
記
、
義
仲
に
よ
る
火
牛
の
計
あ
り

14　

安
宅
湊
で
の
合
戦

15　

篠
原
合
戦

※ 

傍
線
部
…
延
慶
本
の
独
自
項
目

波
線
部
…
延
慶
本
に
は
な
く
、
長
門
本
・
盛
衰
記
が
共
有
し
て
い
る
項
目

破
線
部
…
長
門
本
に
は
な
く
、
延
慶
本
・
盛
衰
記
が
共
有
し
て
い
る
項
目

二
重
傍
線
…
盛
衰
記
に
は
な
く
、
延
慶
本
・
長
門
本
が
共
有
し
て
い
る
項
目
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ま
ず
は
、
長
門
本
と
盛
衰
記
が
ど
の
よ
う
に
安
宅
合
戦
を
描
い
て
い
る

か
確
認
す
る
。

　

木
曾
義
仲
に
与
し
た
北
国
の
武
士
等
は
、
斎
明
威
義
師
の
裏
切
り
に
よ

り
火
打
城
を
追
い
落
と
さ
れ
安
宅
に
布
陣
す
る
。

〈
長
門
本
〉 

平
家
の
先
陣
、
越
中
前
司
盛
俊
、
五
千
余
騎
に
て
、
安
高
の

み
な
と
へ
う
ち
入
て
、「
わ
た
せ
や
〳
〵
」
と
下
知
し
つ
ゝ
、

我
を
と
ら
し
と
わ
た
し
け
り
。
加
賀
の
国
の
住
人
、
と
か
せ

の
太
郎
、
越
中
国
住
人
宮
崎
太
郎
二
人
、
は
せ
か
へ
り
て
、

「
一
人
も
わ
た
す
な
。
み
な
河
に
い
は
め
よ
、
も
の
と
も
」

と
て
、
河
中
へ
お
ち
ふ
さ
か
り
て
た
ゝ
か
ひ
け
り
。
①

と
か

せ
の
太
郎
は
、
越
中
前
司
盛
俊
か
は
な
つ
矢
に
、
く
ひ
の
ほ

ね
い
さ
せ
て
、
河
中
に
ま
さ
か
さ
ま
に
お
ち
に
け
り
。
②

宮

崎
太
郎
も
、
う
ち
か
ふ
と
を
う
し
ろ
へ
い
ぬ
か
れ
て
、
河
中

に
お
ち
た
り
け
る
を
、
郎
等
四
五
人
よ
て
、
か
た
に
か
け
て

あ
か
り
た
る
。
河
は
た
に
を
き
た
れ
は
、
わ
つ
か
に
め
は
か

り
は
た
ら
き
け
り
。
郎
等
共
、「
今
は
ち
か
ら
を
よ
は
す
。

か
た
き
は
す
て
に
ち
か
ら
つ
き
候
。
人
手
に
か
け
ま
い
ら
せ

候
は
ん
よ
り
は
、
御
く
ひ
を
給
て
、
本
国
に
か
へ
り
て
、
女

房
に
見
せ
ま
い
ら
せ
む
」
と
い
ひ
け
れ
は
、
一
門
の
も
の
と

も
五
十
余
人
、
さ
し
あ
つ
ま
り
て
、「
い
か
て
か
、
か
は
ゆ

く
、
め
の
は
た
ら
く
程
の
人
の
く
ひ
を
は
、
か
く
へ
き
。
わ

れ
ら
い
ま
は
、
い
き
て
も
な
に
か
は
せ
ん
。
し
な
ん
ま
て
ふ

せ
き
矢
は
い
む
す
る
そ
。
あ
を
た
に
か
ひ
て
ゆ
け
」
と
て
、

あ
を
た
に
か
ゝ
せ
て
先
に
た
て
ゝ
、
④

一
門
の
も
の
と
も
五

十
余
人
、
ふ
せ
き
や
い
て
た
ゝ
か
ひ
け
れ
は
、
平
家
の
大

将
、
や
か
て
も
つ
ゝ
か
す
、
事
故
な
く
、
越
中
国
へ
そ
こ
え

に
け
る
。
宮
崎
は
、
宿
所
へ
か
き
入
て
、
そ
れ
に
て
く
す
し

を
つ
け
て
医
療
す
る
ほ
と
に
、
療
治
に
か
な
ひ
て
、
廿
日
と

い
ふ
に
療
し
や
め
つ
。
か
し
こ
く
そ
く
ひ
を
か
ゝ
さ
り
け

る
。 

（
巻
第
十
三
・
北
国
所
々
合
戦
付
火
牛
計
事
）

〈
盛
衰
記
〉 

源
氏
是
ヲ
見
テ
、「
ア
ハ
ヤ
平
家
ハ
渚
ヲ
渡
ハ
。
陸
ヘ
上
立

ズ
シ
テ
、
河
中
ニ
射
浸
ヨ
者
共
」
ト
テ
、
Ａ
一
千
余
騎
轡
並

テ
引
取
指
詰
散
々
ニ
射
。
平
家
ノ
先
陣
三
百
余
騎
、
河
中
ニ

被
二

射
浸
一

テ
海
ノ
中
ヘ
被
二

押
流
一

。

Ｂ
水
巻
ノ
四
郎
安
高
、
此
様
ヲ
見
テ
、
父
子
六
騎
勇い

さ
み

ヲ
メ
キ

テ
、
馬
ヲ
水
ニ
打
入
テ
散
々
ニ
戦
フ
。
飛
驒
守
景
家
ガ
一
党

ノ
中
ニ
被
二

取
籠
一

、
三
騎
討
レ
テ
、
三
騎
ハ
手
負
テ
引
退
。

Ｃ
石
黒
太
郎
兄
弟
五
騎
、
馬
ノ
鼻
ヲ
ナ
ラ
ベ
テ
、
太
腹
際
打
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入
テ
、
散
々
ニ
射
。
越
中
前
司
盛
俊
、
大
ノ
中
指
取
テ
番つ

が
へ

テ

能よ
つ
ひ
き引

テ
兵ひ

や
う

ド
射
、
其
矢
、
石
黒
太
郎
ニ
シ
タ
ヽ
カ
ニ
中あ

た
る

。

暫
シ
モ
タ
マ
ラ
ズ
、
水
ノ
上
ニ
ザ
ブ
ト
落
。

Ｄ
舎
弟
福
満
五
郎
打
寄
テ
、
水
中
ヨ
リ
引
上
テ
肩
ニ
引
懸
、

朴
坂
越
ニ
石
黒
ニ
帰
テ
、
灸
治
ヨ
ク
シ
テ
、
又
十
日
バ
カ
リ

有
テ
、
都
浪
ノ
軍
ニ
値あ
ひ

タ
リ
ケ
ル
コ
ソ
、
ユ
ヽ
シ
キ
剛か
う
の

者

ト
ハ
覚
タ
レ
。 

（
巻
第
二
十
八
・
北
国
所
々
合
戦
）

　

長
門
本
と
盛
衰
記
を
比
較
し
て
み
る
と
合
戦
の
描
き
方
に
異
な
る
点
が

散
見
す
る
。
長
門
本
で
は
、
富
樫
・
宮
崎
太
郎
が
河
中
で
盛
俊
と
交
戦
す

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
盛
俊
の
放
つ
矢
に
倒
れ
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
（
傍

線
部
①
・
②
）。
一
方
、
盛
衰
記
で
は
押
し
寄
せ
る
平
家
勢
を
迎
え
撃
つ

源
氏
勢
（
傍
線
部
Ａ
）、
安
高
と
景
家
の
戦
闘
（
傍
線
部
Ｂ
）、
石
黒
が
盛

俊
の
矢
に
倒
れ
る
（
傍
線
部
Ｃ
）
様
子
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
長
門
本
で
は
宮
崎
太
郎
が
射
落
と
さ
れ
た
後
に
郎
等
ら
に
よ
る
談
義

が
描
か
れ
、
そ
の
後
一
門
の
者
た
ち
が
防
ぎ
矢
を
し
越
中
国
で
療
治
で
き

た
と
す
る
が
（
傍
線
部
④
）、
盛
衰
記
で
は
談
義
の
場
面
は
な
く
、
石
黒

太
郎
の
弟
福
満
五
郎
が
兄
を
肩
に
担
い
で
石
黒
に
帰
り
、
兄
は
治
療
を
う

け
た
と
し
て
い
る
（
傍
線
部
Ｄ
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
が
、
話
の
展

開
に
注
目
す
る
と
共
通
点
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
国
の
武
士
等
が
平
家

勢
と
交
戦
し
盛
俊
の
放
っ
た
矢
に
倒
れ
る
が
、
味
方
に
よ
っ
て
帰
国
さ
せ

ら
れ
治
療
を
う
け
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
延
慶
本
の
Ⅰ
（
表
、
11
）
に
対
応
す
る
箇
所
は
長
門
本
も

有
し
て
い
る
。

〈
長
門
本
〉 

越
中
国
住
人
に
、
木
曾
に
付
中
に
も
、
宮
崎
太
郎
は
、
安
高

の
み
な
と
の
い
く
さ
に
内
か
ふ
と
を
い
さ
せ
て
、
前
後
不
覚

な
り
け
る
を
、
あ
を
た
に
か
き
て
、
越
中
国
へ
こ
え
て
、
宮

崎
に
て
い
た
は
り
け
る
に
、
廿
日
と
い
ふ
に
、
疵
い
え
ぬ
。

う
ひ
た
ち
に
よ
ろ
ひ
き
て
、
木
曾
と
の
へ
ま
い
り
た
り
け
れ

は
、
木
曾
、
こ
と
に
こ
れ
を
か
む
し
給
ふ
。

（
巻
第
十
三
・
源
氏
軍
配
分
事
）

　

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
砂
川
博
氏
は
、
長
門
本
の
本
文
は
「
延
慶
本
の

類
の
宮
崎
佐
美
太
郎
、
石
黒
忠
直
の
事
跡
を
宮
崎
の
そ
れ
に
合
一
化
さ
せ

た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る（
８
）。
し
か
し
、
延
慶
本
の
「
軍
ニ
手

負
タ
リ
シ
石
黒
ノ
太
郎
忠
直
」
が
「
馬
ニ
カ
キ
ノ
セ
ラ
レ
」
参
陣
し
た
と

あ
る
箇
所
は
、
長
門
本
や
盛
衰
記
に
描
か
れ
て
い
る
安
宅
合
戦
の
内
容
が

あ
る
こ
と
で
初
め
て
意
味
を
な
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
安
宅
合
戦
に
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お
い
て
深
手
を
負
っ
た
石
黒
（
長
門
本
で
は
宮
崎
）
が
「
馬
ニ
カ
キ
ノ
セ

ラ
レ
」
た
状
態
で
義
仲
の
許
に
参
陣
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
義
仲
は
在
地
の

武
士
に
助
言
を
請
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
延
慶
本
に
は
宣
旨
状
と
吉
凶
占
い
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
箇

所
に
関
し
て
松
尾
葦
江
氏
は
、「
宣
旨
や
吉
凶
占
い
の
記
事
を
挿
入
し
た

た
め
に
倶
利
伽
羅
戦
場
の
手
配
記
事
が
分
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と

指
摘
さ
れ
て
い
る（
９
）。

宣
旨
や
吉
凶
占
い
の
記
事
は
、
延
慶
本
に
し
か
な
い

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
延
慶
本
が
こ
れ
ら
の
記
事
を
新
た
に
取
り
込
ん
だ

可
能
性
が
高
い
。
延
慶
本
の
本
文
は
、
長
門
本
や
盛
衰
記
に
あ
る
よ
う
な

安
宅
合
戦
が
描
か
れ
て
い
た
本
文
か
ら
独
自
に
改
変
の
手
を
加
え
た
と
い

え
そ
う
だ
。

（
２
）
延
慶
本
の
不
自
然
な
箇
所　

そ
の
２

　

次
に
Ⅱ
の
箇
所
を
検
討
し
て
い
く
。
こ
こ
で
も
ま
ず
は
長
門
本
・
盛
衰

記
の
本
文
の
内
容
か
ら
確
認
す
る
。

　〈
長
門
本
〉 

さ
る
程
に
、
き
そ
、
あ
た
か
の
み
な
と
へ
を
し
よ
せ
て
見
給

へ
は
、
は
し
を
ひ
か
れ
た
り
。
わ
た
す
へ
き
や
う
な
か
り
け

り
。
宮
崎
太
郎
か
申
け
る
は
、「
①

こ
の
み
な
と
に
は
、
や
う

の
候
そ
。
大
な
み
た
ち
て
は
、
い
さ
こ
う
ち
よ
せ
ら
れ
て
、

み
な
と
あ
さ
く
な
り
、
大
水
ま
さ
れ
は
、
い
さ
こ
う
ち
な
か

さ
れ
て
、
河
ふ
か
く
な
り
候
也
。
ふ
か
き
あ
さ
き
ほ
と
を
、

見
候
へ
し
」
と
て
、
②

か
ひ
た
る
馬
四
五
ひ
き
に
よ
き
く
ら

を
き
て
、
た
つ
な
む
す
ひ
て
を
ひ
わ
た
す
。
あ
ふ
み
も
ぬ
ら

さ
て
、
む
か
へ
の
は
た
に
か
き
あ
か
る
。
き
そ
、
こ
れ
を
見

て
、「
あ
れ
見
よ
、
と
の
は
ら
。
よ
か
め
る
は
。
ぬ
し
か

こ
ゝ
ろ
へ
て
た
つ
な
か
ひ
く
り
、
す
か
り
か
ゝ
へ
て
、
馬
に

ち
か
ら
を
つ
け
て
一
あ
を
り
あ
を
ら
は
、
も
の
て
も
あ
る
ま

し
。
わ
た
せ
や
〳
〵
」
と
の
給
ひ
け
れ
は
、
こ
れ
を
き
ゝ

て
、
樋
口
、
今
井
、
楯
、
根
井
、
大
室
、
小
室
を
は
し
め
と

し
て
五
百
よ
き
に
て
、
さ
と
わ
た
す
。
さ
き
に
を
ひ
わ
た
す

四
五
疋
、
へ
い
け
の
ち
ん
の
ま
へ
に
お
と
り
て
い
て
き
た

り
。
へ
い
け
の
さ
ふ
ら
ひ
と
も
、「
あ
は
、
け
ん
し
は
。
み

な
お
つ
る
は
。
く
ら
を
き
馬
い
て
き
た
り
。
我
と
ら
ん
」
と

う
は
ひ
あ
ふ
と
こ
ろ
に
、 

（
巻
第
十
四
・
安
高
湊
合
戦
事
）

〈
盛
衰
記
〉 

六
月
一
日
ハ
、
源
氏
、
倶
梨
伽
羅
・
志
雄
山
、
追
手
・
搦
手

ノ
大
将
軍
一
ニ
成
、
五
万
余
騎
引
具
シ
テ
、
安
宅
ノ
渡わ
た
り

ニ

押
寄
タ
リ
。
平
家
橋
ヲ
引
タ
リ
、
水
ハ
濁
テ
底
見
ヱ
ズ
。
源

氏
モ
サ
ウ
ナ
ク
不
レ

渡
シ
テ
、
北
ノ
耳は
た

ニ
引
ヘ
タ
リ
。
越
中
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国
住
人
石
黒
・
宮
崎
申
ケ
ル
ハ
、「
Ａ
我
等
先
ニ
城
構
テ
待
シ

時
ハ
、
平
家
ハ
渚
ヲ
コ
ソ
渡
テ
候
シ
カ
バ
、
以
二

案
内
者
一

渚

ノ
瀬
踏
ヲ
シ
テ
御
覧
候
ヘ
カ
シ
」
ト
申
ケ
レ
バ
、
木
曾
ハ
加

賀
国
住
人
林
六
郎
ヲ
召
テ
、「
汝
ハ
当
国
住
人
也
、
河
ノ
案

内
知
タ
ル
ラ
ン
。
瀬せ
ぶ
み歩

仕
レ
」
ト
仰
ケ
ル
。
光
明
仰
承
テ
、

Ｂ
能
馬
十
疋
ソ
ロ
ヘ
、
手
綱
結む

す
び

懸か
け

テ
追
入
タ
リ
。
鞍
爪
・
力

革
ヲ
バ
過
ザ
リ
ケ
リ
。
木
曾
、「
河
ハ
浅
カ
リ
ケ
リ
。
渡
セ

者
共
々
々
」
ト
下
知
シ
ケ
レ
バ
、
信
濃
ニ
ハ
今
井
・
樋
口
・

楯
・
根
井
・
宇
野
・
望
月
・
諏
方
上
下
、
越
中
ニ
ハ
石
黒
・

宮
崎
・
向
田
・
水
巻
・
南
保
・
高
楯
・
福
田
・
賀
茂
島
等
、

加
賀
国
ニ
ハ
林
・
富
樫
・
下
田
・
倉
光
等
五
百
余
騎
、
曳え
い
ご
ゑ音

出
シ
テ
、
打
浸
々
々
ザ
ト
渡
シ
、
南
ノ
陸
ニ
引
ヘ
タ
リ
。
瀬

歩
ノ
馬
共
平
家
ノ
陣
ニ
馳
入
タ
リ
ケ
レ
バ
、「
源
氏
ガ
落
ル

ヤ
ラ
ン
、
鞍
置
馬
共
迷
来
レ
リ
。
我
取
テ
ノ
ラ
ン
〳
〵
」
ト

面
々
ニ
追
歩
。

（
巻
第
二
十
九
・
平
家
落
上
所
々
軍
）

　

長
門
本
で
は
、
宮
崎
太
郎
が
安
宅
湊
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
し
（
傍
線

部
①
）
そ
の
後
、
瀬
踏
み
を
行
っ
て
い
る
（
傍
線
部
②
）。
一
方
、
盛
衰

記
で
は
石
黒
・
宮
崎
は
義
仲
に
対
し
て
、
以
前
平
家
勢
と
安
宅
湊
で
合
戦

し
た
際
に
平
家
が
渚
を
渡
っ
て
き
た
の
で
「
案
内
者
」
に
瀬
踏
み
を
さ
せ

る
よ
う
進
言
す
る
（
傍
線
部
Ａ
）。
義
仲
は
そ
れ
を
受
け
、
林
に
瀬
踏
み

を
行
わ
せ
る
（
傍
線
部
Ｂ
）。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、

瀬
踏
み
を
す
る
こ
と
で
水
か
さ
が
浅
い
こ
と
を
知
る
と
い
う
話
の
展
開
は

一
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。　

　

こ
こ
で
、
延
慶
本
の
「「
源
氏
落
ナ
ム
ト
ス
ル
ニ
コ
ソ
。
コ
ヽ
ニ
馬
落

タ
リ
」
ト
申
テ
、
我
ト
ラ
ム
〳
〵
ト
シ
ケ
ル
ヲ
」
と
い
う
本
文
に
注
目
す

る
と
、
長
門
本
・
盛
衰
記
に
も
同
様
の
表
現
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
波

線
部
）。
長
門
本
・
盛
衰
記
で
は
、
瀬
踏
み
の
た
め
に
使
用
し
た
馬
が
平

家
の
陣
へ
駆
け
入
り
、
そ
れ
を
見
た
平
家
武
士
の
発
言
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
延
慶
本
で
は
、
鞍
を
置
い
た
馬
に
よ
っ
て
水
深
が
わ
か
る
よ
う
な
表

現
が
な
く
、
平
家
の
陣
内
へ
駆
け
入
っ
た
と
い
う
こ
と
も
書
か
れ
て
い
な

い
た
め
、
わ
か
り
に
く
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
延
慶
本
の
本
文

は
、
長
門
本
や
盛
衰
記
に
あ
る
よ
う
な
本
文
に
手
を
加
え
、
そ
の
結
果
と

し
て
不
自
然
な
内
容
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ⅰ
・
Ⅱ
の
箇
所
は
長
門
本
や
盛
衰
記
に
比
し
て
後

出
性
を
示
す
箇
所
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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四
、
北
国
合
戦
記
事
の
意
味
と
延
慶
本
の
意
図

　

延
慶
本
は
、
長
門
本
や
盛
衰
記
に
あ
る
よ
う
な
記
事
を
基
に
改
編
を

行
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
が
、
で
は
一
体
何
を
意
図
し
て
改
編
の
手
を

加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
も
そ

も
北
国
合
戦
記
事
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
眼
目
が
あ
る
記
事
な
の
か
確

認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

平
家
は
義
仲
が
信
濃
国
で
挙
兵
し
、
横
田
河
原
で
城
氏
に
勝
利
し
た
こ

と
を
伝
え
聞
く
。
そ
の
後
、
義
仲
追
討
の
た
め
に
北
陸
道
を
北
上
し
て
い

き
、
次
々
に
勝
利
を
収
め
て
い
っ
た
。
一
方
、
義
仲
は
自
身
に
与
す
る
源

氏
勢
が
火
打
合
戦
で
敗
れ
た
こ
と
を
知
り
、
急
ぎ
合
流
す
る
。
砺
波
山
合

戦
を
目
前
に
し
て
、

〈
延
慶
本
〉 

木
曾
申
ケ
ル
ハ
、「
聞
ガ
如
ハ
平
家
多
勢
ナ
リ
。
柳
原
ノ
広

ミ
ヘ
打
出
ル
物
ナ
ラ
バ
、
馳
合
ノ
合
戦
ニ
テ
有
ベ
シ
。
馳
合

ノ
戦
ハ
勢
ノ
多
少
ニ
ヨ
ル
事
ナ
レ
バ
、
大
勢
ノ
中
ニ
カ
ケ
ラ

レ
テ
悪
カ
ル
ベ
シ
。
敵
ヲ
山
ニ
コ
メ
テ
、
日
晩く
れ

テ
後
、
栗
柄

ガ
谷
ノ
巌
石
ニ
向
ケ
テ
追
落
バ
ヤ
ト
思
也
。
義
仲
先ま
づ

忩い
そ
ぎ

テ
、

黒
坂
口
ニ
陣
ヲ
取
ベ
シ
。
敵
向
タ
リ
ト
ミ
バ
、『
此
山
、
四

方
巌
石
ナ
レ
バ
、
左
右
ナ
ク
敵
ヨ
モ
ヨ
セ
ジ
。
イ
ザ
馬
ノ
足

休
ム
』
ト
テ
、

浪
ノ
猿
ノ
馬
場
ニ
下
居
テ
休
ム
ズ
ル
。
其

ノ
後
ヘ
搦
手
ヲ
マ
ワ
シ
テ
、
谷
ヘ
向
テ
追
懸
ヨ
」
ト
申
テ
、

（
第
三
末
・
義
仲
白
山
進
願
書
事　

付
兼
平
与
盛
俊
合
戦
事
）

※　

長
門
本
・
盛
衰
記
も
同
様

と
、
義
仲
は
正
面
切
っ
て
の
戦
に
な
っ
て
は
小
勢
の
自
軍
に
勝
ち
目
が
な

い
か
ら
山
中
に
平
家
勢
を
足
止
め
し
て
、
日
が
暮
れ
て
か
ら
倶
利
伽
羅
谷

へ
追
い
落
と
す
作
戦
を
立
て
る
。
こ
の
後
、
平
家
の
大
軍
は
義
仲
の
術
中

に
は
ま
り
、
倶
利
伽
羅
谷
へ
追
い
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
義
仲
率
い

る
源
氏
勢
は
、
義
仲
の
策
略
に
よ
っ
て
平
家
勢
を
追
い
落
と
す
こ
と
が
出

来
た
の
だ
。
北
国
合
戦
記
事
と
は
小
勢
の
義
仲
勢
が
、
大
軍
の
平
家
を
破

る
こ
と
が
で
き
た
勝
因
を
描
く
こ
と
に
眼
目
が
あ
る
記
事
と
い
え
そ
う
で

あ
る）

（（
（

。

　

諸
本
と
も
に
、
源
氏
勢
が
大
軍
の
平
家
に
勝
利
す
る
こ
と
が
出
来
た
理

由
の
一
つ
に
計
略
を
立
て
た
義
仲
の
能
力
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ

の
他
に
も
、
義
仲
勢
が
平
家
の
大
軍
に
勝
利
し
た
要
因
と
し
て
、
①
神
仏

に
よ
る
助
力
②
北
国
武
士
等
の
協
力
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
だ
。
ま
ず
は
①

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

　

義
仲
は
、
自
分
に
味
方
す
る
北
国
在
住
の
武
士
等
が
火
打
合
戦
で
敗
れ
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た
こ
と
を
聞
き
、
急
行
す
る
。
そ
の
途
上
で
白
山
へ
願
書
を
奉
納
し
、
そ

の
中
で
白
山
権
現
の
助
力
を
得
て
平
家
を
討
ち
た
い
と
願
う
。
義
仲
の
願

い
が
聞
き
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
砥
波
山
合
戦
で
平
家
勢
を
谷
底
へ
追
い

落
と
し
た
後
に
示
さ
れ
て
い
る
。

〈
延
慶
本
〉 

木
曾
カ
ヤ
ウ
ニ
平
家
ノ
大
勢
ヲ
セ
メ
ヲ
ト
シ
テ
、
黒
坂
ノ
手

向
ニ
弓
杖
ツ
キ
テ
引
ヘ
タ
ル
所
ロ
ニ
、
平
家
ハ
セ
重
リ
テ
ウ

メ
タ
ル
谷
ノ
中
ヨ
リ
、
俄
ニ
火
焔
燃
ア
ガ
ル
。
木
曾
大
ニ
驚

テ
、
郎
等
ヲ
遣
ハ
シ
テ
コ
レ
ヲ
見
ス
ル
ニ
、
金
剣
ノ
宮
ノ
御

神
宝
ニ
テ
ゾ
ワ
タ
ラ
セ
給
ケ
ル
。
金
剣
宮
ト
申
ハ
、
白
山
ノ

剣
ノ
宮
ノ
御
事
也
。
木
曾
ム
マ
ヨ
リ
ヲ
リ
、
カ
ブ
ト
ヲ
ヌ
ギ

テ
、
三
度
是
ヲ
拝
シ
奉
テ
、「
此
軍
ハ
義
仲
ガ
力
ノ
及
ブ
所

ニ
テ
ハ
ア
ラ
ザ
リ
ケ
リ
。
白
山
権
現
ノ
御
計
ニ
シ
テ
、
平
家

ノ
勢
ハ
滅
ニ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
剣
ノ
宮
ハ
何
レ
ノ
方
ニ
ア
タ
リ

テ
ワ
タ
ラ
セ
給
フ
ヤ
ラ
ム
。
御
悦
よ
ろ
こ
び

申
サ
ム
」
ト
テ
、

（
第
三
末
・
新
八
幡
宮
願
書
事
付
倶
利
伽
羅
谷
大
死
事

死

人
ノ
中
ニ
神
宝
現
ル
事
）

※　

長
門
本
・
盛
衰
記
も
同
様

　

平
家
と
の
戦
い
の
後
、
谷
の
中
か
ら
火
の
手
が
上
が
っ
た
。
こ
れ
を
見

た
義
仲
は
、
白
山
権
現
の
お
か
げ
で
平
家
に
勝
利
で
き
た
と
発
言
し
て
い

る
（
傍
線
部
）。
義
仲
自
身
が
平
家
に
勝
利
し
た
要
因
と
し
て
白
山
権
現

の
助
力
に
よ
る
と
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る）

（（
（

。

　

さ
ら
に
、
義
仲
は
砺
波
山
合
戦
の
前
に
新
八
幡
宮
に
も
願
書
を
奉
納
し

て
い
る
。
奉
納
す
る
直
前
と
直
後
の
本
文
を
挙
げ
る
。

〈
延
慶
本
〉 

木
曾
ウ
レ
シ
ク
思
テ
、
木き
そ
が
て
が
き

曾
手
書
ニ
木
曾
大
夫
覚
明
ト
云
者

ノ
有
ケ
ル
ヲ
ヨ
ビ
テ
云
ケ
ル
ハ
、「
義
仲
、
幸
ニ
当
国
新
八

幡
宮
ノ
御
宝
前
ニ
近
付
奉
リ
テ
、
合
戦
ヲ
遂
ム
ト
ス
。
①

今

度
ノ
軍
ニ
ハ
疑
ナ
ク
勝
ヌ
ト
覚
ル
ゾ
。
且
ハ
後
代
ノ
為
、
且

ハ
当
時
ノ
祈
ノ
為
ニ
、
願
書
ヲ
一
筆
書
テ
マ
イ
ラ
セ
バ
ヤ
ト

思
フ
ハ
、
イ
カ
ヾ
ア
ル
ベ
キ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、

（
第
三
末
・
義
仲
白
山
進
願
書
事　

付
兼
平
与
盛
俊
合
戦
事
）

〈
延
慶
本
〉 

此
願
書
ニ
十
三
騎
ノ
表う
は
や矢

ヲ
抜
テ
、
雨
ノ
降
ケ
ル
ニ
、
簑
キ

タ
ル
男
ノ
簑
ノ
下
ニ
隠
シ
持
セ
テ
、
大
菩
薩
ノ
社
壇
ヘ
献
た
て
ま
つ

ル

処
ニ
、
タ
ノ
モ
シ
キ
事
ハ
、
八
幡
大
菩
薩
、
其
二
心
ナ
キ
心

ザ
シ
ヲ
ヤ
鑑か
が
み

給
ケ
ム
、
②

霊
鳩
天
ヨ
リ
飛
ビ
来
テ
、
白
旗
ノ

上
ニ
翩へ

ん

翻ば
ん

ス
。

（
第
三
末
・
新
八
幡
宮
願
書
事
付
倶
利
伽
羅
谷
大
死
事

死
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人
ノ
中
ニ
神
宝
現
ル
事
）

※　

長
門
本
・
盛
衰
記
も
同
様

　

義
仲
は
平
家
と
の
戦
闘
の
前
に
自
身
の
勝
利
を
予
見
し
て
お
り
（
傍
線

部
①
）、
願
書
を
奉
納
し
た
直
後
に
は
八
幡
神
の
使
い
で
あ
る
鳩
が
源
氏

の
旗
の
上
を
飛
ん
で
い
る
（
傍
線
部
②
）。
こ
の
こ
と
は
義
仲
の
願
い
が

納
受
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
八
幡
神
に
よ
る
義
仲
の
勝
利
の
保
証
を
示

す）
（（
（

。
白
山
権
現
に
よ
る
助
力
だ
け
で
は
な
く
、
源
氏
の
氏
神
で
あ
る
八
幡

神
に
よ
る
勝
利
の
保
証
を
も
あ
わ
せ
て
描
き
、
神
仏
に
よ
っ
て
勝
利
が
も

た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
読
み
本
系
三
本
の
中
で
も

特
に
相
違
が
あ
る
。

　

長
門
本
と
盛
衰
記
で
は
、
前
節
ま
で
で
確
認
し
た
と
お
り
、
義
仲
と
合

流
す
る
前
に
北
国
武
士
等
だ
け
で
平
家
勢
と
安
宅
湊
で
の
合
戦
を
描
い
て

い
た
。
そ
の
後
、
義
仲
と
合
流
し
倶
利
伽
羅
谷
へ
平
家
勢
を
追
い
落
と

し
、
安
宅
湊
ま
で
攻
め
上
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
長
門
本
・
盛
衰
記
中
で

は
、
関
連
性
が
あ
る
内
容
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
湊
を

前
に
橋
が
引
か
れ
義
仲
勢
は
足
止
め
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
宮
崎
太
郎
等
が
瀬

踏
み
を
す
る
よ
う
進
言
す
る
わ
け
だ
が
、
前
の
合
戦
で
安
宅
湊
に
陣
を
敷

き
平
家
と
合
戦
し
た
経
験
が
あ
る
者
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
湊
の
様
子
を

知
っ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
の
だ
。
要
す
る
に
、
宮
崎
太
郎
等
は
瀬
踏
み

を
す
る
よ
う
に
進
言
す
る
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
延
慶
本
で
は
北
国
武
士
等
と
平
家
勢
と
の
安
宅
合
戦
を
描
か

ず
、
砺
波
山
合
戦
後
に
安
宅
湊
を
渡
る
場
面
で
も
北
国
武
士
等
の
活
躍
を

描
か
な
い
。
つ
ま
り
、
長
門
本
・
盛
衰
記
の
よ
う
に
関
連
性
の
あ
る
記
事

構
成
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
延
慶
本
は
、
関
連
性
の
あ
っ
た
構

成
を
崩
し
た
の
で
あ
る
。
安
宅
合
戦
を
描
か
な
い
こ
と
と
安
宅
湊
を
渡
す

場
面
で
北
国
武
士
の
活
躍
を
描
か
な
い
こ
と
と
は
、
通
底
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

　

で
は
、
そ
の
意
図
と
は
何
か
。
こ
こ
で
、
義
仲
の
持
つ
能
力
に
よ
っ
て

大
軍
の
平
家
に
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
描
き
出
し
て
い
る
点
に
注
目

す
る
。
延
慶
本
が
安
宅
合
戦
で
の
北
国
在
住
の
武
士
等
の
活
躍
を
描
か
な

い
理
由
は
、
平
家
勢
を
追
い
落
と
す
こ
と
が
で
き
た
最
大
の
要
因
を
義
仲

そ
の
人
に
集
約
さ
せ
て
描
き
出
そ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
た
た
め
と
考
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
砺
波
山
合
戦
の
直
前
で
北
国
武
士
等

に
よ
る
進
言
が
あ
る
た
め
、
記
事
全
体
に
亘
っ
て
徹
底
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
長
門
本
・
盛
衰
記
が
意
図
し
た
記
事
構
成
を
崩
す

こ
と
で
、
北
国
武
士
の
活
躍
が
少
な
く
な
り
、
よ
り
義
仲
の
活
躍
が
目
立

つ
こ
と
に
な
る）

（（
（

。
こ
の
こ
と
に
気
が
付
く
と
、
安
宅
湊
で
延
慶
本
の
本
文
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が
不
自
然
な
内
容
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
他
本
と
は
異
な
る
義
仲
の
計
略

を
描
き
出
し
、
状
況
を
打
開
し
て
い
く
義
仲
の
姿
を
描
き
出
そ
う
と
し
た

よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
た
だ
し
、
そ
の
意
図
と
は
異
な
り
、
改
変
の
不

手
際
と
し
て
現
在
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

四　

お
わ
り
に

　

延
慶
本
で
は
、
義
仲
が
安
宅
湊
を
渡
す
と
こ
ろ
で
長
門
本
や
盛
衰
記
の

よ
う
に
北
国
在
住
の
武
士
の
活
躍
を
描
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
義
仲

に
集
約
さ
せ
て
記
事
を
構
成
し
よ
う
と
し
た
延
慶
本
の
意
図
が
あ
っ
た
と

指
摘
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
他
の
諸
本
の
様
相
を
見
る
こ
と
で
理
解
さ
れ

る
。

　

例
え
ば
、
盛
衰
記
で
は
、
北
国
武
士
ら
は
、
義
仲
と
合
流
す
る
前
の
安

宅
合
戦
、
合
流
後
に
安
宅
湊
に
渡
る
場
面
の
両
方
で
登
場
し
、
具
体
的
な

活
躍
を
見
せ
る
が
、
砥
波
山
合
戦
の
前
で
は
、
延
慶
本
や
長
門
本
の
よ
う

に
北
国
在
住
の
武
士
が
進
言
す
る
姿
は
描
か
な
い
の
で
あ
る
。
盛
衰
記
で

は
、
兵
の
配
置
か
ら
作
戦
指
示
に
至
る
ま
で
義
仲
一
人
が
采
配
し
た
と
描

く
こ
と
で
、
砥
波
山
合
戦
を
義
仲
の
智
謀
に
よ
っ
て
勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
す
る
点
に
重
き
を
置
い
て
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

北
国
合
戦
記
事
を
構
成
す
る
各
話
群
を
ど
の
よ
う
に
描
き
出
す
の
か
、
そ

こ
が
各
本
に
よ
っ
て
違
う
の
だ）

（（
（

。

　

北
国
合
戦
記
事
に
お
い
て
は
、
①
義
仲
自
身
が
知
略
に
長
け
て
い
た
こ

と
②
神
仏
に
よ
る
助
力
③
北
国
武
士
の
協
力
、
の
三
つ
を
勝
因
と
し
、
記

事
を
構
成
し
て
い
た
。
今
回
は
、
読
み
本
系
三
本
に
焦
点
を
置
い
た
が
、

語
り
本
系
諸
本
に
目
を
向
け
る
と
、
③
の
要
素
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
ず
、

①
と
②
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
記
事
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

く
。
つ
ま
り
、
神
仏
の
助
力
を
得
た
義
仲
に
よ
っ
て
平
家
に
勝
利
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
描
く
の
で
あ
る
。

　

北
国
合
戦
記
事
を
構
成
す
る
三
つ
の
要
素
が
指
摘
で
き
た
。
各
諸
本
は

こ
れ
ら
を
ど
う
描
き
出
す
か
に
よ
っ
て
独
自
性
を
獲
得
し
て
い
る
。
成
立

当
初
の
『
平
家
物
語
』
の
姿
を
完
全
な
形
で
復
元
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
記
事
を
構
成
す
る
要
素
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
ぼ
ん
や
り
と
で
は

あ
る
が
そ
の
姿
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
姿
を
想
定
し
な
が

ら
現
存
本
を
捉
え
直
す
こ
と
で
諸
本
の
流
動
・
展
開
の
様
相
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
単
な
る
諸
本
間
の
新
旧
の
解
明
に
終
わ
ら
ず
、
諸
本

を
流
動
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
今
後
求
め
ら
れ
る
。

注（１
） 

北
国
合
戦
記
事
の
形
成
に
関
し
て
、
そ
の
源
流
に
同
時
代
人
の
話
題
や
在
地
の
軍

語
り
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
論
稿
と
し
て
、
三
野
宗
二

「
平
家
物
語
に
於
け
る
合
戦
譚
成
立
の
一
考
察
―
「
倶
利
伽
羅
落
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
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（『
古
典
の
諸
相
』
駒
沢
大
学
国
文
学
研
究
室　

昭
和
四
十
四
年
）
や
砂
川
博
『
平

家
物
語
新
考
』（
東
京
美
術　

昭
和
五
十
七
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
） 

松
尾
葦
江
「
延
慶
本
と
長
門
本
の
編
集
方
法
」（『
軍
記
物
語
論
究
』
若
草
書
房　

平
成
八
年
）。

（
３
） 

引
用
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

延
慶
本
…
『
校
訂
延
慶
本
平
家
物
語
（
七
）』（
汲
古
書
院　

平
成
十
八
年
）、
長

門
本
…
『
長
門
本
平
家
物
語
三
』（
勉
誠
出
版　

平
成
十
七
年
）、
源
平
盛
衰
記
…

『
源
平
盛
衰
記
（
五
）
中
世
の
文
学
』（
三
弥
井
書
店　

平
成
十
九
年
）。

（
４
） 

延
慶
本
・
長
門
本
・
盛
衰
記
は
安
宅
湊
を
渡
し
た
と
あ
る
が
、
覚
一
本
で
は
氷
見

の
湊
と
し
て
い
る
。
延
慶
本
、
覚
一
本
で
は
、
志
雄
に
向
か
わ
せ
た
行
家
軍
の
救

援
に
向
か
う
途
中
で
湊
を
渡
る
が
、
地
理
的
に
は
お
か
し
い
。
こ
の
こ
と
は
す
で

に
多
く
の
注
釈
書
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（『
平
家
物
語
全
注
釈　

中
巻
』
角
川
書
店　

昭
和
四
十
二
年
等
）。
盛
衰
記
で
は
、
行
家
が
志
雄
で
平
盛

俊
の
軍
勢
に
押
さ
れ
て
い
た
が
、
盛
俊
は
平
家
の
本
隊
が
砥
波
山
で
敗
走
し
た
こ

と
を
知
る
と
退
却
し
本
隊
と
合
流
し
た
と
し
て
い
る
。
長
門
本
で
は
、
盛
俊
勢
が

退
却
し
た
旨
は
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
義
仲
も
志
雄
へ
向
か
っ
た
と
い
う
記
述
は

な
い
。

（
５
） 

佐
々
木
盛
綱
が
藤
戸
に
渡
る
場
面
で
は
「
馬
ノ
草
脇
、
鞦
蓋
ニ
立
所
モ
有
リ
」（
延

慶
本
）
な
ど
と
記
載
が
あ
り
、
馬
具
を
記
す
こ
と
で
水
深
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た

か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
６
） 

平
家
の
人
々
が
「
鞍
置
馬
」
が
渡
っ
て
き
た
の
を
見
て
「
源
氏
落
ナ
ム
ト
ス
ル
ニ

コ
ソ
」
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
源
氏
の
馬
が
は
ぐ
れ
て
き
た
と
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
に
重
き
を
置
く
な
ら
ば
、
鞍
置
馬
を
用
意
し

た
の
は
、
平
家
の
人
々
の
警
戒
心
を
解
き
馬
を
奪
い
合
う
よ
う
に
す
る
た
め
で

あ
っ
た
と
も
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
７
） 

櫻
井
陽
子
氏
は
「
延
慶
本
と
長
門
本
で
本
文
が
異
な
る
場
合
、
盛
衰
記
と
類
似
性

の
高
い
方
が
、
依
拠
本
文
（
読
み
本
系
祖
本
）
を
踏
襲
し
て
い
る
可
能
性
が
強

い
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。（「
平
家
物
語
の
古
態
性
を
め
ぐ
る
試
論
―
「
大
庭
早

馬
」
を
例
と
し
て
―
」『
平
家
物
語
本
文
考
』
汲
古
書
院　

平
成
二
十
五
年
）。

（
８
） 

砂
川
博
氏
、
注
１
論
稿
に
同
じ
。
な
お
、『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
三
末

（
巻
七
）』（
汲
古
書
院　

平
成
二
十
五
年
）
で
は
、「〈
長
〉
の
よ
う
な
位
置
づ
け

（
前
哨
戦
）
の
安
宅
合
戦
記
事
が
背
後
に
存
在
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

（
９
） 

注
２
に
同
じ
。
義
仲
が
軍
勢
を
手
配
す
る
わ
け
だ
が
、
延
慶
本
で
は
一
箇
所
に
ま

と
ま
っ
て
描
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
三
箇
所
に
亘
っ
て
描
か
れ
て
い
る
（
表
、

７
・
９
・
11
）。

（
10
） 

渥
美
か
を
る
氏
は
「
木
曾
義
仲
の
奇
抜
な
作
戦
が
眼
目
と
さ
れ
、
斎
明
威
儀
師
の

裏
切
り
の
た
め
に
失
敗
し
た
火
打
城
合
戦
を
除
け
ば
、
平
氏
は
す
べ
て
義
仲
の
術

中
に
か
か
り
、
合
戦
ら
し
い
合
戦
も
せ
ず
、
も
ろ
く
も
敗
れ
る
さ
ま
が
描
か
れ
て

い
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。（
渥
美
か
を
る
『
平
家
物
語
の
基
礎
的
研
究
』（
三

省
堂　

昭
和
三
十
七
年
）

（
11
） 

な
お
、
盛
衰
記
に
は
白
装
束
の
者
が
平
家
の
兵
ら
を
谷
底
へ
落
ち
る
よ
う
に
先
導

し
て
い
る
姿
を
描
い
て
い
る
。

（
12
） 

願
書
の
効
用
に
関
し
て
は
平
野
さ
つ
き
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
氏
は
、
願
書
を

奉
納
し
納
受
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
義
仲
は
神
仏
の
加
護
を
受
け
て
共
に
戦
う
立

場
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（「『
平
家
物
語
』
の
文
書
に
つ
い
て

（
二
）
―
白
山
願
書
と
新
八
幡
願
書
―
」『
古
典
遺
産
』
三
十
三
号　

昭
和
五
十
七

年
十
月
）

（
13
） 

長
門
本
と
盛
衰
記
で
は
安
宅
湊
を
渡
し
た
後
に
も
北
国
武
士
と
平
家
の
武
士
と
が

具
体
的
に
戦
闘
す
る
場
面
を
描
い
て
い
る
（
た
だ
し
、
長
門
本
で
は
こ
の
あ
と
に

続
く
篠
原
合
戦
と
が
明
確
に
分
か
れ
て
い
な
い
）。
し
か
し
、
延
慶
本
で
は
具
体

的
な
戦
闘
場
面
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

（
14
） 

長
門
本
で
は
、
北
国
合
戦
記
事
全
体
に
亘
っ
て
宮
崎
太
郎
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す

る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
砺
波
山
合
戦
に
お
い
て
義
仲
が
軍
手
配
を
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す
る
前
に
宮
崎
が
誰
を
ど
こ
に
配
置
す
る
か
ま
で
指
示
し
て
い
る
。
長
門
本
で
は

北
国
武
士
の
代
表
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
度
國
學
院
大
學
国
文
学
会
秋
季
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を

基
に
、
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
す
。
席
上
、
ご
教
示
を
賜
っ
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。


